
１ コンクリート強度の適用基準 

コンクリート強度の適用基準は、次表を標準とする。 

番
号 

区分 構造物の名称 

コンクリート 

備考 

鉄筋 

許容応力度σsa 適用条件 
使用ｾﾒﾝﾄ 
の種類 

許容応力
度σca 

設計基準
強度σck 

JIS5308 

呼び強度 SD295A SD345 

1 無筋コン
クリート 

重力式擁壁・橋台、ﾌﾞﾛｯｸ擁壁の胴込裏込基礎、管
渠・側溝、桝（但し無筋構造）・法枠中埋、法張ｺﾝｸ

ﾘｰﾄ、均しｺﾝｸﾘｰﾄ、潜函基礎の底版、その他の無筋
構造物 

4.5(45) 18(180) 18(180) 

Gmax40mm,Sl8cm 

Gmax20or25mm,Sl8cm※ － － 

コンクリートの最小部材厚が
16cm未満の構造物については、粗

骨材最大寸法 20mm 又は 25mm

を適用する。但し、均しコンクリ
ート等は除く。 

普通,高炉B 

1-2 根固めﾌﾞﾛｯｸ、異形ブロック（消波・被覆） Gmax40mm,Sl5cm 

2 

鉄筋コン
クリート 

L型・逆Ｔ型・扶壁式擁壁、橋台の翼壁、胸壁、防
音壁の基礎（但し鉄筋構造）、水路床版・側溝、桝

（但し鉄筋構造）、蓋・その他鉄筋構造物 

8(80) 24(240) 24(240) Gmax20or25mm,Sl12cm － 160(1,600)  高炉B,普通 

3 踏掛版 8(80) 24(240) 24(240) 

Gmax20or25mm,Sl12cm 

－ 160(1,600)  高炉B,普通 

4 ﾌﾟﾚﾃﾝｼｮﾝ床版橋 

中空床版中

埋、横桁 

T形断面 11(110)※ 

30(300)※ 30(300) － － 
標準設計 

W/C55%以下 
普通 

長方形断

面 
12(120)※ 

床版橋 中埋 10(100) 

5 床版橋 

支間10m以下 

8(80) 24(240) 24(240) 

－ 140(1,400) 道路橋仕様書Ⅲ、死荷重のみの応
力度 100(1,000)以下とする。
W/C55%以下 

普通 
支間10mを超えるもの － 180(1,800) 

6 L型・逆T式・扶壁式の橋台 

Gmax20or25mm,Sl12cm 

－ 160(1,600)  高炉B,普通 

7 
躯体、フーチング 

張り出し部 － 180(1,800) 
 高炉B,普通 

躯体、フーチング － 160(1,600) 

8 井筒、潜函基礎 － 160(1,600)  高炉B,普通 

9 深礎杭 7.2(72) 24(240) 24(240) － 160(1,600) σca＝8(80)×0.9 高炉B,普通 

9-2 樋門･樋管･ｻｲﾌｫﾝ等の河川構造物 8(80) 24(240) 24(240) － 160(1,600)  高炉B,普通 

10 
場所打杭（リバース、ベノト、アースドリル） 

井筒基礎の底版 
8(80) 24(240) 30(300) 

単位ｾﾒﾝﾄ量350kg/m3 

Gmax20or25mm,Sl18cm 
－ 160(1,600) 道路橋示方書 高炉B,普通 

11 RC中空床版橋 
8(80) 24(240) 24(240) 

Gmax20or25mm,Sl12cm 

－ 140(1,400) 

死荷重のみの応力度σsa=100 

(1,000)以下とする。道路橋張出部
についてはσsa=140(1,400)（合成

時）以下とする。W/C55%以下 

普通 

12 一般鋼橋床版 － 140(1,400) 道路橋示方書 W/C55%以下 普通 

13 合成桁橋床版 7(70) 27(270) 27(270) － 140(1,400) 道路橋示方書 W/C55%以下 普通 

14 
ﾌﾟﾚﾃﾝｼｮﾝ桁橋 

ﾎﾟｽﾄﾃﾝｼｮﾝ桁橋 
床版・横桁 

T形断面 11(110) 

30(300) 30(300) － 140(1,400) 標準設計 W/C55%以下 普通 長方形断
面 

12(120) 

15 ﾎﾟｽﾄﾃﾝｼｮﾝ桁の主桁 

T形断面 14(140) 

40(400) 40(400) － 140(1,400) 標準設計 W/C55%以下 早強 長方形断
面 

15(150) 

16 PC中空床版橋 12(120) 36(360) 36(360) － 140(1,400) W/C55%以下 早強 

17 
無筋扱い
とする 

トンネル（アーチ部、側壁部） － 18(180) 18(180) 
単位ｾﾒﾝﾄ量270kg/m3 

Gmax40mm,Sl15cm 
－ ○ 吹付ﾛｯｸﾎﾞﾙﾄ工法 高炉B,普通 

18 トンネル（インバート部） － 18(180) 18(180) 
単位ｾﾒﾝﾄ量230kg/m3 

Gmax40mm,Sl8cm 
－ ○ 吹付ﾛｯｸﾎﾞﾙﾄ工法 高炉B,普通 

（注）1 地覆等に使用するコンクリートは、σck=24N/mm2（240kgf/cm2）とする。 
 2 擁壁、橋台、橋脚等について当該構造物が異常時（衝突もしくは地震時）で決定される場合は、σsa=200(2,000)×1.5=300N/mm2（3,000kg/cm2）として設計する。 
 3 原則として鉄筋の最小径は13mmとする。 
 4 番号のσsaは、構造物に応じて160N/mm2（1,600kgf/cm2）、180N/mm2（1,800kgf/cm2）の判断を行うこと。  ※ 標準設計では丸め方が異なる。  ○ 坑口部の補強鉄筋 

5  重力式橋台の胸壁は、胸壁の主筋又は橋座補強筋の定着長部分を含め、上表番号2の胸壁を適用し、σck=24N、SD345とする。 
6  許容応力度、設計基準強度、呼び強度の単位は、N/mm2である。また、（ ）内の単位は、kgf/cm2である。 

1 
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２ コンクリート･モルタル吹付工  

(1) ラス及び金網の設置位置は､厚さの中央とし､設計図面にも明示する。  

(2) 使用材料は必ず検収を行うこと。  

(3) 目地工について  

1) コンクリート吹付は 10～20m 間隔で縦目地を実施する。この場合の目地は

完全目地とする。（図Ａ）  

2) モルタル吹付も 10～20m 間隔で縦目地を設けるものとするが、凹凸の激し

い法面では地山に拘束され目地を設けてもあまり効果が期待できないため省

いてもよい。  

  なお、モルタル吹付の目地は不完全目地とする。（金網の上にのみ設置）（図

Ｂ） 

3) 横方向目地 

  目地工が設置されている構造物（擁壁や現場打側溝など）に接して吹付を行

う場合には、構造物の目地位置で縦方向のクラックが入りやすいため､構造物

と吹付工とを縁切りするように目地を入れる。（図 C） 

4) 小段部の横方向目地  

  小段部を法面部と一体的に吹付ける場合は、横方向目地を入れることが望ま

しい。この場合浸透水の関係から、コンクリート・モルタルとも不完全目地

とする。（図 D） 
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３ U 型側溝の使用区分について  

 

（１） 切土・盛土の小段部  

 小段部の排水溝については、設計条件及び経済比較により適切な材料（U 型ト

ラフ又は鉄筋コンクリートベンチフリューム等）を選定することとする。  

 

 

 

 

  

  （参照：「道路土工 切土工・斜面安定工指針」）  
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（３）側溝の基礎材  

  土砂部は砕石基礎（クラッシャラン）、岩盤部（軟岩Ⅱ）以上は敷モルタルの

みを原則とする。（モルタル厚は砕石基礎の場合のモルタル厚と同一とする。）  

  なお、砕石基礎中を浸透水が流下するのが不適当な箇所では、コンクリート

基礎の使用を考慮する。（斜面縦方向水路等）  

（４）側溝の設計について  

  側溝の設計については、以下の表の参考図書によることを標準とする。  

分       類 
型式の 

呼び名 
参  考  図  書 

L 型 

側溝 

プレキャスト L 型側溝 

旧 PL1 型 土木構造物標準設計第 1 巻 (昭和 61 年 2 月) 

旧 PL2 型      〃   

旧 PL3 型      〃   

組み合せ L 型側溝 
PL1 型 土木構造物標準設計第 1 巻 (平成 12 年 9 月) 

PL2 型      〃   

場所打ち L 型側溝 
L1 型 土木構造物標準設計第 1 巻 (平成 12 年 9 月) 

L2 型      〃   

U 型 

側溝 

プレキャスト U 型側溝 

旧 PU1 型 土木構造物標準設計第 1 巻 (昭和 61 年 2 月) 

旧 PU2 型      〃   

旧 PU3 型      〃   

場所打ち U 型側溝 

U1 型 土木構造物標準設計第 1 巻 (平成 12 年 9 月) 

U2 型      〃   

U3 型      〃   

U4 型      〃   

旧 U3 型 土木構造物標準設計第 1 巻 (昭和 61 年 2 月) 

旧 U4 型      〃   

注）１．この表の形式の呼び名で旧と付いているもの(例：旧 PL1 型)は「土木構

造物標準設計第１巻－側こう類・暗渠類－（昭和 61 年 2 月 建設省制定）」

による。 

２．「土木構造物標準設計第１巻－側こう類・暗渠類－」は、平成 12 年 9 月

に改訂されている。  

３．旧 U4 については T-20 相当であるので、25 トン荷重については別途考慮

すること。  
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４ コンクリートブロック積工  

   ブロック積（石積）擁壁は主としてのり面の保護に用いられ、背面の地山が締ま

っている切土、比較的良質の裏込土で十分な締固めがされている盛土など土圧の小

さい場合、およびもし倒壊しても重大な事故につながらない場合に用いられるもの

で、それ以外の場合に使用する際には十分な配慮を必要とする。  

河川、道路事業におけるブロック積工についてはそれぞれ、§２河川編、§５道

路編を参照すること。なお、災害復旧事業におけるブロック積工については、別途

考慮することとする。  

   胴込、裏込コンクリートは原則として、生コンクリートσck=18N/mm2 とし、バイ

ブレーター使用とする。 

施工に当たり、裏（抜）型枠は、ダンボールシートを使用できるものとする。こ

の場合の仕様は次のとおりとする。 

“ダンボールシート厚 5mm、防水加工したもので重ねあわせを 20％程度とす

る。” 
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ブロック積擁壁(裏込めコンクリートあり)寸法表

H

切土部

切土部 盛土部
U1(裏込め
土が良好な

場合)

U2(裏込め
土が普通な

場合)
（ｍ） 1:0.5 1:0.6 a b ｃ c c

5.10 5702 5948 350 200 350 200 300
5.20 5814 6064 350 200 350 200 300
5.30 5926 6181 350 200 350 200 300
5.40 6037 6297 350 200 350 200 300
5.50 6149 6414 350 200 350 200 300
5.60 6261 6531 350 200 350 200 300
5.70 6373 6647 350 200 350 200 300
5.80 6485 6764 350 200 350 200 300
5.90 6596 6881 350 200 350 200 300
6.00 6708 6997 350 200 350 200 300
6.10 6820 7114 350 200 350 200 300
6.20 6932 7230 350 200 350 200 300
6.30 7044 7347 350 200 350 200 300
6.40 7155 7464 350 200 350 200 300
6.50 7267 7580 350 200 350 200 300
6.60 7379 7697 350 200 350 200 300
6.70 7491 7813 350 200 350 200 300
6.80 7603 7930 350 200 350 200 300
6.90 7714 8047 350 200 350 200 300
7.00 7826 8163 350 200 350 200 300

SL'

切土部

切土部 盛土部
U1(裏込め
土が良好な

場合)

U2(裏込め
土が普通な

場合)
（ｍ） 1:0.5 1:0.6 a b ｃ c c

5.60 5109 350 200 350 200 300
5.70 5198 350 200 350 200 300
5.80 5288 5073 350 200 350 200 300
5.90 5377 5159 350 200 350 200 300
6.00 5467 5245 350 200 350 200 300
6.10 5556 5331 350 200 350 200 300
6.20 5645 5416 350 200 350 200 300
6.30 5735 5502 350 200 350 200 300
6.40 5824 5588 350 200 350 200 300
6.50 5914 5674 350 200 350 200 300
6.60 6003 5759 350 200 350 200 300
6.70 6093 5845 350 200 350 200 300
6.80 6182 5931 350 200 350 200 300
6.90 6272 6017 350 200 350 200 300
7.00 6361 6102 350 200 350 200 300
7.10 6450 6188 350 200 350 200 300
7.20 6540 6274 350 200 350 200 300
7.30 6629 6360 350 200 350 200 300
7.40 6719 6445 350 200 350 200 300
7.50 6808 6531 350 200 350 200 300
7.60 6898 6617 350 200 350 200 300
7.70 6987 6703 350 200 350 200 300
7.80 6788 350 200 350 200 300
7.90 6874 350 200 350 200 300
8.00 6960 350 200 350 200 300

裏込め材厚さ(mm)

※法長 Ｌについては、天端コンクリートを含む長さ、SL'については、天端コンクリートを含まない
　 長さとなっている。
　 切土部の場合の裏込め材は35cmの等厚としている。

法長

N1(前面勾配) 盛土部
裏込め
ｺﾝｸﾘｰﾄ

厚さ
(mm)

裏込め材厚さ(mm)

盛土部

直高

L：法長(mm)

裏込め
ｺﾝｸﾘｰﾄ

厚さ
(mm)

控長
(mm)

N1(前面勾配)

H：直高(mm)

控長
(mm)
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ブロック積擁壁(裏込めコンクリートあり)材料表
(1)擁壁前面に水位がない場合 (2)河川護岸または擁壁前面に水位がある場合

H

切土部 切土部

U1(裏込め土が
良好な場合)

U2(裏込め土が
普通な場合)

U1(裏込め土が
良好な場合)

U2(裏込め土が
普通な場合)

（ｍ） 1:0.5 1:0.5 1:0.5 1:0.5 1:0.5 1:0.5
5.10 1.839 2.248 2.796 2.152 2.850 3.492
5.20 1.878 2.320 2.879 2.191 2.930 3.583
5.30 1.917 2.392 2.964 2.230 3.011 3.676
5.40 1.957 2.466 3.049 2.270 3.093 3.769
5.50 1.996 2.541 3.136 2.309 3.176 3.864
5.60 2.035 2.617 3.223 2.348 3.259 3.959
5.70 2.074 2.694 3.312 2.387 3.344 4.056
5.80 2.113 2.771 3.401 2.426 3.430 4.153
5.90 2.152 2.850 3.492 2.465 3.517 4.252
6.00 2.191 2.930 3.583 2.504 3.605 4.351
6.10 2.230 3.011 3.676 2.544 3.694 4.452
6.20 2.270 3.093 3.769 2.583 3.783 4.553
6.30 2.309 3.176 3.864 2.622 3.874 4.656
6.40 2.348 3.259 3.959 2.661 3.966 4.759
6.50 2.387 3.344 4.056 2.700 4.059 4.864
6.60 2.426 3.430 4.153 2.739 4.153 4.969
6.70 2.465 3.517 4.252 2.778 4.247 5.075
6.80 2.504 3.605 4.351 2.817 4.343 5.183
6.90 2.544 3.694 4.452 2.857 4.440 5.291
7.00 2.583 3.783 4.553 2.896 4.538 5.401

(1)擁壁前面に水位がない場合 (2)河川護岸または擁壁前面に水位がある場合

SL'

切土部 切土部

U1(裏込め土が
良好な場合)

U2(裏込め土が
普通な場合)

U1(裏込め土が
良好な場合)

U2(裏込め土が
普通な場合)

（ｍ） 1:0.5 1:0.5 1:0.5 1:0.5 1:0.5 1:0.5
5.60 1.843 2.156
5.70 1.878 2.191
5.80 1.913 2.228 2.773 2.226 2.829 3.467
5.90 1.948 2.290 2.845 2.261 2.897 3.546
6.00 1.983 2.352 2.917 2.296 2.966 3.625
6.10 2.018 2.415 2.990 2.331 3.036 3.705
6.20 2.052 2.478 3.063 2.365 3.106 3.784
6.30 2.088 2.543 3.138 2.401 3.177 3.866
6.40 2.122 2.608 3.213 2.436 3.249 3.948
6.50 2.158 2.674 3.289 2.471 3.322 4.030
6.60 2.193 2.739 3.364 2.506 3.395 4.113
6.70 2.228 2.807 3.442 2.541 3.469 4.197
6.80 2.263 2.875 3.520 2.576 3.544 4.282
6.90 2.298 2.944 3.599 2.611 3.620 4.368
7.00 2.333 3.013 3.678 2.646 3.695 4.454
7.10 2.367 3.083 3.758 2.68 3.773 4.541
7.20 2.403 3.154 3.839 2.716 3.850 4.629
7.30 2.437 3.226 3.921 2.751 3.929 4.718
7.40 2.473 3.297 4.002 2.786 4.008 4.806
7.50 2.508 3.371 4.086 2.821 4.088 4.896
7.60 2.543 3.445 4.170 2.856 4.169 4.987
7.70 2.578 3.520 4.255 2.891 4.250 5.079
7.80 3.594 4.339 4.332 5.170
7.90 3.670 4.425 4.415 5.263
8.00 3.747 4.512 4.499 5.357

※表中の裏込め材数量の算出にあたっては、次のとおり仮定している。
　　1．基礎材厚　t=10cm
　　2．根入れ深さ　h=30cm　　※(2)の場合の計算にはｈを使用していない。
　　3．基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ前面側高さ　H1=40cm
　 切土部の場合の裏込め材は35cmの等厚で計算している。

盛土部 盛土部

法長

裏込め材(m3) 裏込め材(m3)

直高

盛土部 盛土部

裏込め材(m3) 裏込め材(m3)
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５ ブロック張 

 土質条件普通 

１． 裏込コンクリートは施工しない。  

２． 裏込材は等厚とする。材料についてはブロック積に準じること。  

３． 特殊な箇所は、現地に適応するよう考慮すること。  
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ブロック張基礎工（Ｈ＝５０cm） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ブロック張基礎工（Ｈ＝７０cm） 
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50ｃｍ 

６ 張コンクリートの打ち継ぎについて  

張コンクリートの打ち継ぎを行う場合その施工継手を水平にすると、継手上部が

すべり出すおそれがあるので施工継手はのり面に垂直あるいはかぎ型にすべきであ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 埋戻コンクリートの使用区分  

 岩盤切付 

 切付最小深さ  埋 戻 コ ン ク リ ー ト 

軟岩（Ⅰ） 50cm 無筋 

σck=18N/mm2 

 現場混合コンクリートの場

合もバイブレーターは計上し

ない 

軟岩（Ⅱ） 

硬岩 
30cm 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 境界杭 
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９ 用地余裕幅 

 

区 分 事      項 余裕幅 

道 路 

宅地及び宅地見込地  

切土 
擁壁で積み切り  ±0 

切土 0.5m 

盛土 

H≦6m 栗先 

6＜H≦12m 0.3m 

12m＜H 0.5m 

畑及び平坦な原野  

切土 

H≦4m 0.3m 

4＜H≦8m 0.5m 

8m＜H 1.0m 

擁壁で積み切り  0.3m 

盛土 

H≦6m 0.3m 

6＜H≦12m 0.5m 

12m＜H 1.0m 

山  林 

切土 

H≦8m 1.0m 

8＜H≦16m 3.0m 

16m＜H 5.0m 

盛土 

H≦6m 0.5m 

6＜H≦12m 1.0m 

12m＜H 2.0m 

河 川    
堤内側構造物の床

掘線まで 

砂 防 

ダ ム 工   掘削線＋2.0m 程度 

堆 砂 敷   HWL＋余裕高線 

流 路 工 

護岸工  

前のり肩から 1.0～

3.0m とする。 

ただし、最大値は将

来人家密集等が予

想されるなど将来

の管理上必要と認

められる場合とし、

片岸のみとする。  

築堤  
のり尻より +0.3～

0.5mの範囲とする。 

 

用地余裕幅についての担当課は以下のとおり  

道路：道路建設課  

河川：河川課  

砂防：砂防課  
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用地余裕幅については都市部は余裕幅はみない。地方部については別添用地幅のとり方

の要領でいきたい。  

 用地余裕幅（参考）  

地目 
切土 

盛土 
余裕幅（B） 参 考 図 

田  

切土 

(a) 

B=±0 

 

 

 

 

 

 

 

 

(b) 

 B=0.5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

盛土 

 

0≦H≦6.0、B=±0 

6.0＜H≦12.0、B=0.3 

12.0＜H、B=0.5 
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地目 
切土 

盛土 
余裕幅（B） 参 考 図 

畑又は 

平坦な 

原野 

切土 

(a) 

0≦H≦4.0、B=0.3 

 4.0＜H≦8.0、B=0.5 

 8.0＜H、B=1.0 

 

 

 

 

 

 

(b) 

B=0.3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

盛土 

 

0≦H≦6.0、B=0.3 

6.0＜H≦12.0、B=0.5 

12.0＜H、B=1.0 
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地目 
切土 

盛土 
余裕幅（B） 参 考 図 

山林 

切土 

 

0≦H≦8.0、B=1.0 

8.0＜H≦16.0、B=3.0 

16.0＜H、B=5.0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

盛土 

 

0≦H≦6.0、B=0.5 

6.0＜H≦12.0、B=1.0 

12.0＜H、B=2.0 
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10 コンクリート構造物の工法選定 

 

コンクリート構造物（Ｌ型擁壁、ボックスカルバート等）については、「現場打ち

工法」と「プレキャスト製品による工法」の比較を行い、経済的な工法を選定する

こととする。 

なお、現場条件や地元調整等により工事期間に制約がある場合は、別途考慮する

こととする。 


